
新評価方法と学習指導案

鈴木そよ子

は じめに

現行の小 ・中学校の学習指導要領は1998(平 成

10)年 に改訂 され,2002(平 成14)年4月 か ら

実施 されている。高等学校の学習指導要領は1999

(平成ll)に 改訂 され,2003(平 成15)年4月 か

ら実施されている。1)

これまで,児 童 ・生徒の成績評価は,通 知表 ・

指導要録 ・調査書(内 申書)に よって示 されて

きた。近年,通 知表の評価方法 としてのみ絶対

評価が実施 されて きた。 これは,通 知表が公的

な文書ではなく,学 校 と家庭の連絡のための任

意文書であるとい う性格上,学 校 に許 された裁

量であった。他方,公 的文書である指導要録 と

調査書(内 申書)で は戦後一貫 して,相 対評価

が実施 されて きた。

ところが,新 学習指導要領の実施 とともに,指

導要録 ・調査書(内 申書)も 相対評価か ら絶対

評価へ と変 わった。戦後,批 判 を受けなが らも

相対評価 を堅持 して きた文部省 ・文部科学省で

あったが,絶 対評価へ と踏み切ったのだった。

本論文では,中 学校 を例 として,こ の評価方

法の変化が授 業実践に与える影響について検討

する。まず,指 導要録の 「指導に関する記録」の

内容である教科 ごとの 「観点別評価」「評定」の

転換内容 を明確 に した上で,次 に教育実習生の

作成 した研究授業用の学習指導案 を資料 として,

授業実践の変化について考察する。

1観 点別評価

中学校 の指導要録の 「観点別評価」 はどの よ

うに変化 したのだろうか。

資料1「 中学校生徒指導要録 ・指導 に関す る

記録」を見 るとわかるように,「指導に関する記

録」 の全体構成 は,「各教科の学習の記録」「総

合的な学習の時間の記録」「特別活動の記録」「行

動の記録」「総合所見及び指導上参考 となる諸事

項」 「出欠の記録」か ら構成 されている。評価方

法の変化はこのなかの 「各教科の学習の記録」に

関わる。

「各教科の学習の記録」の欄は必修教科 と選択

教科に分かれてお り,「1観 点別学習状況」 を教

科 ごとに記入する。その観点 として,必 修科 目

である国語,社 会,数 学,理 科,音 楽,美 術,保

健体育,技 術 ・家庭,外 国語 にはそれぞれ4点 が

示 されている。

数学では 「数学への関心 ・意欲 ・態度」「数学

的な見方や考 え方」「数学的な表現 ・処理」 「数

量,図 形などについての知識 ・理解」の4点 であ

る。 また,理 科 では,「 自然事象へ の関心 ・意

欲 ・態度」「科学的な思考」「観察 ・実験の技能 ・

表現」「自然事象 についての知識 ・理解」の4点

である。

教科別に設定 されている4つ の観点は,文 部

科学省の通知において,趣 旨が教科別に説明され

ており,さ らに細分化された説明がある。たとえ

ば.数 学では 「学年別の評価の観点の趣旨」が学

21



第24号 神奈川大学心理 ・教育研究論集

年別 に示されてお り,理 科では 「評価の観点の趣

旨」が第一分野,第 二分野の分野別に示されてい

る。2)この2教 科について,資 料2「 各教科 ・各学

年の評価の観点及びその趣 旨」をあげる。

指導要録の 「観点別学習状況」 には,こ の趣

旨に照らして,学 年ごとに観点別評価がABCで

記入される。Aは 「十分満足で きると判断 され

るもの」,Bは 「おおむね満足で きると判断 され

るもの」,Cは 「努力 を要すると判断される もの」

と区別 されている。

従来の相対評価 において も教科 ごとに観点別

評価 は示 されていた。 これ らは,数 字 による評

定の補助的な位置にあ り,観 点項 目ごとに○や

◎で表 されて きた。

ところが,新 学習指導要領の もとで実施 して

いる評価方法では観点ごとの評価ABCの 合計

結果として,5,4,3,2,1の 評定が決定する。従

来の評価方法 と比べて,観 点別 の評価 と評定の

関係が逆転 していることがわかる。

[1評 定

「各教科の学習の記録」の 「II評定」の内容及

び基準はどのように示されているのだろうか。

必修教科 の評定 については,文 部科学省の通

知において次のように述べ られている。「5段階で

表 し,5段 階の表示は,5,4,3,2,1と する。そ

の表示は,中 学校学習指導要領 に示す 目標 に照

らして 『十分満足で きる と判断 されるもののう

ち,特 に高い程度のもの』を5,『 十分満足で きる

と判断されるもの』を4,「 おおむね満足で きると

判断されるもの』を3,『 努力 を要すると判断され

るもの』を2,『 一層努力を要すると判断されるも

の』 を1と す る。」3)また,選 択科 目の評定は3

段階で表 される。

評定 に当たっての注意事項 は次のように述べ

られている。「評定は各教科の学習状況 を総括的

に評価する ものであ り,「1観 点別学習状況』に

おいて掲げ られていた観点は,分 析 的な評価 を

行 うものとして,各 教科の評定を行 う場合 にお

いて基本的な要素 となるものであることに十分

留意することが望 まれる。その際,観 点別学習

状況の評価 を,ど の ように評定に総括するかの

具体的な方法等については,各 学校 において工

夫することが望 まれる。」4>

各教科,分 野別 に観点別評価の基準が文部科

学省か ら示 され,そ の観点別評価の集積 した も

のに基づいて各教科の評定が決 まるが,総 括 の

具体的な方法は各学校 に任されるとい う形で,新

しい評価方法が実施 されている。

川 学校現場での実施状況

従来,指 導要録 における各教科の評定 は,各

学校か ら進学希望校 に提示 される調査書(内 申

書)の 内容で もあった。これまで行われて きた

相対評価では,1人 の生徒の成績がその生徒の

在籍す る学校 の中で どの くらいの位置にあるか

とい うことが示 され,こ れが,他 の学校の受験

生の成績 と比較する資料 として用いられてきた。

だが,絶 対評価への移行 によって,し か もそ

の評定の総括基準が各学校 に任せ られることに

よって,内 申書にみる 「絶対評価の格差 『5』の

割合80倍 も」 という新 聞記事 にみるような状況

が生 じるに及んだ。神奈川県内の公立中学校で,
ママ

「9科目中4教 科で3年 生の半数以上に 『5』をつ

けた中学がある一方,9教 科中7教 科で 『5』が

3%以 下にとどまった学校 もあった。」・)

どの レベルで 「満足」 と捉 えるのか,ど の レ

ベルで 「努力 を要する」 と捉えるのか,そ の判

断をするために生徒 の学習活動 のどこまで を評

価 の対象 とす るのか とい う問題 を学校現場で考

えながら,そ れぞれの評価結果 を出 している。

そのため,内 申書 による学校 間の成績の比較

をすることが困難になっている。

新 しい評価基準 ・方法を実施する ということ

は 日々の授業 における児童 ・生徒 の学習 に対す

る評価 の変化 を意味 している。具体的な授業の

場面や評価場面で,観 点別評価や絶対評価 をど

のように採 り入れ るかは,各 学校 ・各教師の取
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り組みによる。

これまで通 りに授業を行い,こ れまで通 りに試

験 を行い,5段 階評価の各段階の人数配分 をフレ

キシブルにするという場合 もあれば,児 童 ・生徒

への課題を観点別に構成 し,試 験問題を作成する

際に問題別に観点を明示 し,毎 時間の授業まで も

細 か く観点 を意識 して構成する場合 もある。

後者の場合,単 元 目標の決定か ら1単 位時間の

授 業内容 と生徒の学習活動の評価,さ らに生徒

の提 出物の評価や中間 ・期末試験問題の作成 と

評価 まで貫 くもの として考えることになる。

lV教 育実習生 の学習指導案に見る変化

評価方法の変化が授業 に与えている影響 を考

える一つの方法 として,教 育実習生の行 う研究

授業の学習指導案6>をみることがで きる。

学習指導案の構成は,学 校運営や授業運営の

ポイン トの置 き方 によって,多 様 な表現がで き

る。だから全国一律ではない。む しろ学校 ごと

に異 なっているとさえ言える。 しか も一つの学

校 で も時代 とともに変化する。それほど多様性

があるのが実情である。 このことを踏 まえなが

らも,学 習指導案 の基本形 を示す ならば,次 の

ような構成が一般的である。

教科(科 目),指 導教諭名,実 習生名を明記 し

た上で,1か ら10ま での構成で書かれる。ただ

し,各 項 目の名称は学校ごとに工夫 されてお り,

一律ではない。

1.日 時

2.学 級

3.使 用教材

4.単 元名

5.単 元 目標

6.指 導計 画

7.生 徒 の実態(学 級 の実 態)

8.本 時 の 目標

9.本 時 の展 開

10.本 時 の評価

新 しい評価方法の影響は,5.単 元 目標,8.本 時

の目標,9.本 時の展開,10.本 時の評価 に見 られ

る。筆者の担当 した40名 の学生の うち6名 の

学習指導案にみ られる。このなかか ら2つ の学習

指導案を資料 として検討する。

まず,資 料3「 数学科学習指導案」は,資 料3

の項 目 「7.単元の観点別学習」で明確に4つ の観

点か らみた学習内容の分析が示 されている。「9.

本時の学習目標」で も4つ の観点から2つ があげ

られている。

さらに 「10.本 時の展 開」 では,「 学習内容」

「学習活動」「支援」に分けて 「導入」「展開」「ま

とめ」が構成 されてお り,「学習活動」 に対応 し

た 「支援」のなかで も,「展開」「まとめ」のひ

とつひとつの支援内容が 「興味 ・関心」「知識 ・

理解」 に区分されている。

資料4「 理科学習指導案」についてみると,「7.

単元の評価計画」では,(1)評 価基準(2)評 価

計画に分けて,単 元内容 に即 した評価 のあ り方

が詳細 に記述されている。「8.本時の指導(2)

展開」は 「生徒の学習活動」「教師の支援 と留意

点」 「評価の観点 ・方法」に区分 され,「 導入」

「展開」「まとめ」か らなる。 この うち 「評価の

観点 ・方法」の欄 についてみると,各 項 目が4

つの観点か ら位置づ けられている。

さらに 「8.本時の指導(3)本 時の観点別評価

について」では,「7.単 元の評価計画」 に照 らし

合わせなが ら,本 時の内容 に即 して,4つ の観

点別に 「十分満足で きる状況 と判断 した状況例」

「努力 を要する状況 と判断 した状況例」 「努力 を

要すると判断 した生徒への指導」の3段 階に区分

された具体的な内容が示されている。指導要録

でい うABC段 階であるが,C段 階にある生徒

に対する指導が具体的に示 されている。

ま とめ

指導要録の評価方法が,相 対評価か ら絶対評価

に変わったことによって,学 習指導案がこれほど

影響 を受けるということを,教 育実習生の作成 し

一23一



第24号 神奈川大学心理 ・教育研究論集

たものをみて実感 した。1単 位時間の授業展開そ

の ものが,「観点別学習状況」の4つ の観点によ

って貫かれている。

教師には4つ の観点か ら授業 を構成 し,分 析

する力が求め られるのである。授業 をして,生

徒たちが授業 目標 を達成で きているか,実 験や

作業がで きているかをみて指導するのが従来の

授業中の教師の姿であったが,そ れと同時に,生

徒たち一人 ひとりについて,常 に観点別評価 を

することが求められるのである。

・王、、'

1)学 習指導要領の改訂が行われたのは,前 回の

改訂から10年 を経て,定 期的な改訂の時期で

あったこととあわせて,旧 学習指導要領実施

下で問題 となっていた事柄の解決を期待 され

てのことであった。現行の学習指導要領の特

色は以下の8点 に見ることができる。

①授業時間数の大幅削減(小 ・中学校で年間70

単位時間,週 当たり2時 間の削減。高校の卒

業単位数を80単 位から74単 位に削減。)

②教育内容の削減(全 体 として約3割 の削減)

③授業時数や1単 位時間の弾力的な運用

④ 「総合的な学習の時間」が設けられ,小 ・中学

校の教育課程は 「教科教育」「道徳教育」「特

別活動」「総合的な学習の時間」の4領 域から

構成されることになった。高等学校では 「道

徳教育」を除 く3領 域となった。

⑤ 中学校 ・高等学校の 「クラブ活動」の廃止。

⑥ これまで選択教科に位置づけられていた 「外国

語」の必修化。

⑦高等学校の必修教科 「情報」の新設。

⑧高等学校の 「学校設定教科 ・科目」導入。

学習内容の削減や学校の裁量の増加,「総合

的な学習の時間」の設置等の工夫がなされた

が,学 習内容の未消化からくる学力低下の問

題 を抱えていた前学習指導要領の時期以上に

学力を低下 させることになるのではないかと

いう懸念から,教 育内容についての再検討が

行われ,文 部科学省は,「小学校,中 学校,高

等学校の学習指導要領の一部改正等について」

(平成15年12月26日)に より,学 習指導要領

で提示した内容を最低限として,「発展的内容」

を各学校で付加できるという見解を示 した。

2)文 部科学省 ホームページ 「小学校児童指導要

録,中 学校生徒指導要録,高 等学校生徒指導

要録,中 等教育学校生徒指導要録並 びに盲学

校,聾 学校お よび養護学校の小学校指導要録

の改善等 について」『各教科 ・各学年の評価の

観点及びその趣 旨』

3)注2の ホ ームページ。 「別紙第2、 中学校生徒

指導要録 に記載す る事項等 ・指導 に関す る記

録 ・II評定」

4)注3に 同 じ。

5)朝 日新聞 「絶対評価の格差 『5』の割合80

倍 も』」2004年6月30日,p.31(神 奈川県版)

6)学 習指導案 は1単 位時間の授業 プランに当た

る。学習指導案 を作 成す る前 の段 階の作業 と

して,3面 か らのアプローチが必要だ といわれ

る。 まず授業 内容 に関す る学 問的に正確 な知

識 と関連す る内容 の確認,次 に生徒 たちが学

んで きた当該教科 と他 の教科 も含 めた学習系

列 の確認,さ らに生徒 たちに対す る理解。生

徒 たちへ の理解 は,生 徒 たちの学習 内容 に対

す る理解度,記 憶度 にとどまるこ とな く,授

業 中の話 を円滑 に進 めるため に,彼 らが関心

を持 っている ものや性格,教 科の好 き嫌い,ク

ラスの 中の人間関係 にも注意 を払い,一 人 ひ

と りの今 日の状況 も考慮 で きるか どうか,そ

れ に加 えて,教 師がその クラス に対 して どの

ような願い を持 っているのか,ど うい う力 を

つけたい と思っているのかが重なって,1時 間

のプ ランが練 り上げ られてい く。 これ ら3面

の事前作 業の深 ま りの違 いゆえ に,担 任教員

と教 育実 習生 がつ くる学 習指導案 は 自ず と深

さが異 なる。

出来上 った学習指導案 は,ど こまで詳細 に

作成 して も授業者 サイ ドの腹案 であ り,必 ず

しもその通 りの授業が で きるこ とが望 ま しい

のではない。思 いが けない生徒の発想や発言

か ら授業 の流 れが大 きく変 わるこ とも考 えて

お かなければな らない。学習指導案 は,そ の

通 りに授業 をす るために作成するのではな く,

そ こまで詰め て授 業 プラン作 りをす るこ とに

よって,む しろ臨機応変 に対応 で きる柔軟性

を発揮 で きる ことが 目的である。

もう一つの 目的 は,こ れ までの授 業の流 れ

を知 らない授 業参観 者 に対 して,そ の授業 の

位 置づけや 目的,授 業の展 開予定 を示 し,よ

りよ く授業 を理解 して もらうとい う授業案 内

書 としての役割があ る。
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資料1「 中学校生徒指導要録 ・指導 に関する記録」

様式2(指 導に関する記録)

生徒氏名 学校名

区分＼ 学年 1 2 3

学 級

整理番号

各 教 科 の 字 習 の 記 録

必 修 教 科 選 択 教 科

1観 点 別 学 習 状 況 1観 点 別 学 習 状 況

蚕 科 掌 年点 1 z 3 教 科 学 年
観 点 1 2 3

国

語

講 への関心.慧 欲.綴
話す ・闘 く能力

百く能力

読む能力

冨曲 について の知猷 ・理解 ・技能

社

会

社 会的事象へ の関心 ・意欲 ・態度

社会的な思考 ・判断
賃料沽用の技能 ・表場

杜会的事象についての知識 ・理解

数

学

数字へ の関心 ・意欲 ・態度

数学的な見万や考え万
数字的な表現 ・処理

数量,図 形な どについての知識 ・理解
一

理

科

1ヨ然畢象へ の関心'慧 欲'態 度

科学的な思考
観察 ・実験 の技 能 ・表現

目然畢象に ついての知識 ・埋解

音

楽

音楽へ の関 心 ・意欲 噛態度

者榮的な懸支や表現の工天
表現の披能

雁買の能力

美

術

美術へ の関心 ・意欲 ・態度

発慰や構想の能刀

創造的な技能
鑑箕の能力 一 一

保
健
体育

遅勘 や健果 。買主へ の関心 。息欲'葱 反

運動 や梶環 ・安全 につ いて の思考 ・判 断

運口の技能

運動 や健最 ・安全 につ いての知識 ・理解

技術

・

家
庭

生沽 や技術への 闘心い 恵欲 ・態度

生粘を工天し創造する能力

誓…活 の技能

生活や技術についての知識 ・理解

外
国

語

コ ミ3二 ヶ一 シコンへ の閾心 軸憩欲 ・態嵐

表場の能力
埋解の能力

習賭 や文化 につ いての知識 ・理解

II評 定 fl評 定

逮 国語 社会 数学 理科 音楽 美術
保 健

体 育

技術 ・

家1荏
外国語濃

ユ 1

2 2

3
ト

3

総 合 的 な 学 習 の 時 闘 の 記 録

学年 学 習 活 動 評 価

観 点

1

z

3
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特 別 活 動 の 記 録 行 動 の 記 録

内容

学年

学 級

活 動

生徒会

活 動

1
学 校

行 事

項 目

学年

基本的な

生活習慣

健康 ・体

力の向土

自主 ・

自律
責任感 創意工夫

思いや り
・協力

生命尊重
・自然愛

護

勤 労 ・

奉 仕

公正 ・

公平

公共心 ・

公徳心

1 1

2 2

3 3

総 合 所 見 及 び 指 導 上 参 考 と な る 諸 事 項

第

1

学

年

1

第

2

学

年

第

3

学

年

出 欠 の 記 録

漣 授業・数
出席停止 ・

忌引等の日数

出席しなけ描ま
ならない日数 欠席日数 出席日数 備 者

1

z

3

(注)「総合所見及び指導上参考となる諸事項」の欄には,以 下のような廟項などを記録する。

①各教科や総合的な学習の時圏の学習に関する所見

②特別活動に関する事実及び所見

③行動に関する所見

④進路指導に関する事項

⑤生徒の特徴 ・特技,学 校内外における奉仕活動,表 彰を受けた行為や活動,知 能,学 力等にっいて標準化された検査の結果など指導上参考となる

諸事項

⑥生徒の成長の状溌にかかわる総台的な所見

出所 文部科学省ホームページ 「小学校児童指導要録,中 学校生徒指導要録,高 等学校生徒指導要録,中 等教育学校生徒指導要録

並びに盲学校,聾 学校および養護学校の小学校指導要録の改善等について」「各教科 ・各学年の評価の観点及びその趣旨』
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第24号

資料2

團

(1)評 価の観点及びその趣旨

神奈川大学心理 ・教育研究論集

「各教科 ・各学年の評価の観点及びその趣旨」

観 点 趣 旨

数学への関心 ・意欲 ・態度 数学的な事象に関心をもつとともに,数 学的活動の楽 しさ,数 学的な見方や考 え

方の よさを知 り,そ れらを事象の考察に進んで活用 しようとする。

数学的な見方や考え方 数学的活動を通 して,数 学的な見方や考え方を身に付け,事 象を数学的にとらえ,

論理的に考えるとともに思考の過程を振 り返 り考えを深める。

数学的な表現 ・処理 事象を数量,図 形などで数学的に表現 し処理する仕方や推論の方法を身に付けて

いる。

数量,図 形 などについての

知識 ・理解

数量,図 形などに関する基礎的な概念や原理 ・法則などについて理解 し,知 識を

身に付けている。

(2)学 年別の評価の観点の趣旨

学年

観点
第1学 年 第2学 年 第3学 年

数学への関心 ・ さまざまな事象を数量や図形 さまざまな事象 を数量や図形 さまざまな事象を数量や図形

意欲 ・態度 な どで とらえた り,そ れ らの な どで とらえた り,そ れ らの などで と らえ た り,そ れ らの

性質や関係 を見いだ したりす 性質や関係 を見いだした りす 性 質や関係 を見いだ した りす

るなど,数 学的に考 えること るなど,数 学的に考えること るなど,数 学的に考えること

に関心 をもち,意 欲的に問題 に関心をもち,意 欲的に問題 に関心 をもち,意 欲的に問題

の解決に活用 しようとする。 の解決に活用 しようとする。 の解決に活用 しようとする。

数学的な見方や 数学 的活動 を通 して,数 量, 数学的活動 を通 して,数 量, 数学的活動 を通 して,数 量,

考え方 図形などについての基礎的な 図形などについての基礎的な 図形などについての基礎的な

知識と技能を確実に習得する 知識と技能を確実に習得する 知識と技能を確実に習得する

とともに,そ れ らを活用 しな とともに,そ れらを活用 しな とともに,そ れらを活用 しな

が ら,数 学的な見方や考え方 がら,数 学的な見方や考え方 が ら,数 学的な見方や考 え方

を身に付け,事 象 を見通 しを を身に付 け,事 象を数学的な を身に付け,事 象に潜む関係

もって論理的に考察する。 推論の方法を用いて論理的に や法則を見いだ し,数 学的な

考察する。 推論の方法を用いて論理的に

考察する。

数学的な表現 ・ 正の数 ・負の数の四則計算や 文字を用いた四則計算ができ, 平方根を含む式の計算ができ,

処理 基本的な図形 の作 図がで き, 数量の関係や法則を方程式な 数量の関係や法則を方程式な

数量の関係や法則を方程式な どを用いて表現 し処理 した り, どを用いて表現 し処理 したり,

どを用いて表現 し処理 した り, 図形の性 質について推論の筋 図形の性質について推論 の筋

図形の計量 に用いた りするな 道を簡潔に表現 した り,数 量 道 を簡潔 に表現 した り,数 量

ど,図 形や数量関係 を的確に 関係を的確に表現 したり数理 関係を的確に表現したり数理

表現 した り数理的に処理 した 的に処理 した りする。 的に処理 した りする。

りす る。

数量,図 形など 正の数 ・負 の数,文 字 を用い 文字式のはたらき,連 立二元 数の平方根 の意味,単 項式 と

につい て の知 る こ との意義,一 元 一次方程 一次方程式,平 面図形の性質, 多項式の計算,式 の変形の意

識 ・理解 式,平 面図形についての性質 円周角 と中心角の関係,図 形 味 とはた らき,二 次方程式,

や関係,空 間における図形の の証明の意義 と方法,一 次関 図形の相似の意味や直角三角

位置関係,比 例 ・反比例の関 数の特徴,確 率の意味などを 形の性質,二 次関数の特徴 な

係 などを理解 している。 理解 してい る。 どを理解 して いる。
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圏
(1)評 価の観点及びその趣旨

観 点 趣 旨

自然事象への関心 ・意欲 ・

態度

自然の事物 ・現象に関心をもち,意 欲的にそれらを探究するとともに,事 象を人

間生活 とのかかわ りでみようとする。

科学的な思考 自然の事物 ・現象の中に問題を見いだ し,目 的意識をもって観察,実 験などを行

うとともに,事 象を実証的,論 理的に考えたり,分 析的,総 合的に考察 した りし

て問題を解決する。

観察 ・実験の技能 ・表現 観察,実 験の基本操作 を習得するとともに,自 然の事物 ・現象 を科学的に探究す

る方法を身に付 け,そ れらの過程や結果及びそこから導き出した自らの考えを的

確 に表現する。

自然事象 についての知識 ・

理解

自然の事物 ・現象について,基 本的な概念や原理 ・法則を理解 し,知 識を身に付

けている。

(2)分 野別の評価の観点の趣旨

分野

観点
第1分 野 第2分 野

自然事象への関 物質やエネルギーに関する事物 ・現象 に関心 生物 とそれを取 り巻 く自然の事物 ・現象に関

心 ・意欲 ・態度 をもち,意 欲的 に探究する活動 を行 うととも 心 をもち,意 欲的に探究する活動 を行 うとと

に,事 象を日常生活 と関連付けて考察 しよう もに,自 然環境 を保全 し生命を尊重 しようと

とす る。 す る。

科学的な思考 物質やエネルギーに関する事物 ・現象の中に 生物 とそれを取 り巻 く自然の事物 ・現象の中

問題 を見いだ し解決方法 を考えるなどして観 に問題 を見いだ し解決方法 を考えるなどして

察,実 験などを行 うとともに,事 象を巨視的, 観察,実 験などを行 うとともに,自 然の事物 ・

微視的にみた り,事 象の生 じる要因や仕組み 現象を時間,空 間と関係付 けて動的にみた り,

を分析的,総 合的に考えた りするなど,事 象 事象の生 じる要因や仕組みを分析的,総 合的

を論理的,実 証的,客 観的に・考察 して問題を に考えたりするなど,事 象を論理的,実 証的,

解決する。 客観的に考察 したりして問題 を解決する。

観察 ・実験の技 物質やエネルギーに関する事物 ・現象につい 生物 とそれを取 り巻 く自然の事物 ・現象 に関

能 ・表現 ての観察,実 験の基本操作 を習得するととも する観察,実 験の基本操作 を習得するととも

に,観 察,実 験の計画,実 験 による検証,結 に,観 察,実 験 の計画,実 施,結 果の記 録 ・

果の記録 ・考察など,探 究する過程を通 して 考察など探究する過程を通して規則性を見い

規則性 を見いだ した り,自 らの考えを導 き出 だ したり,自 らの考えを導 き出 した りして創

した りして創意ある観察 ・実験報告書の作成 意ある観察 ・実験報告書の作成や発表を行う。

や発表を行 う。

自然事象につい 観察や実験 などを通 して,物 質やエネルギー 観察や実験 などを通 して,生 物 とそれを取 り

ての知識 ・理解 に関する事物 ・現象についての原理 ・法則や 巻 く自然の事物 ・現象 に関する原理 ・法則や

基本的な概念を理解 し,知 識 を身に付 けてい 基本的な概念を理解 し,知 識 を身に付 けてい

る 。 る 。

出所:文 部科学省ホームページ 「小学校児童指導要録,中 学校生徒指導要録,高 等学校生徒指導要録 中等教育学校生徒指導要録

並びに盲学校,聾 学校および養護学校の小学校指導要録の改善等について」『各教科 ・各学年の評価の観点及びその趣旨』
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資料3「 数学科学習指導案」

数学科学習指導案

指導教諭名(略 一鈴木)

教育実習生名(略 一鈴木)

1.日 時:平 成16年6月16日(水)第3校 時

2.指 導学級:相 模原市立○○中学校 第3学 年1組

3.場 所:3年1組 教室

4.指 導教科書及び単元:『 新 しい数学3』 東京書籍,2章 多項式

5.単 元 について

中学校 ユ年生では数の代わ りとして文字の良 さに気付 き文字使用の決 まりに従って簡潔に表す方法 を知 り,簡

単な文字を含む加減乗除の計算方法や1次 方程式の解き方を学んだ。 さらに2年 生では文字が2種 類以上の加減や

単項式の乗除,多 項式 どうしの加減を学んだ。それをうけ3年 生では多項式 どうしの乗法を学習することで文字

式を利用できる場面が広が り,こ れにより文字 を用いて数量を一般的に表すことや,目 的に応 じて式を変形 し見

通 しを持 って式を能率的に扱 う力を一層伸ばすことがで きる。

ここでは計算が中心 になってしまうが,図 形の面積などを用いて公式などをただ覚えるのでなく視覚的にわか

るようにしている。 またそれぞれの公式のもとは基本的な展開から生 じていることをおさえ,た だの丸暗記 にな

らないように配慮 していきたい。そ して式を能率的に扱 う力を養 うため,複 雑な式や,め んどうな因数分解 を扱

うのではなく数量の関係を説明することや数の計算 に利用することに重点をお きたい。

生徒 は全体的にまじめであり,前 向きな取 り組みができる。 しか し,今 までの学習で文字式の扱いが理解で き

ていない生徒がいるなど,個 人差があるので気 をつけて支援 してい きたい。この単元の内容はほとんどの生徒が

高校 に進学 して,こ れか らも数学を学習 していくことを考えると大変重要なのでただの丸暗記にならず興味を持

って学習 し,演 算 なども進んでやれるよう,教 材 を工夫 していきたい。

6.指 導目標

多項式 どうしの乗除を学び,分 配法則を基に式を展開することができるようにする。また乗法公式を用いて展

開を能率的に行えるように学習 し,多 項式の因数分解 をすることができるようにする。そ して,そ の ことにより

い ままでより一層文字式の見方を豊かにする。

7.単 元の観点別学習

数学への関心 ・意欲 ・態度 数学的な見方や考え方 数学的な表現 ・処理1 数量,図 形などについての

知識 ・理解
・積の形で表された式を一 ・式 を1つ の文字 に置 き ・積の形で表された式 を1 ・式を一つの文字に置 き換

つの多項式で表す こと 換 えた り,交 換,結 合, つの多項式に表 したり, えた り,交 換,結 合,分

や,一 つの多項式 をい く 分配法則などを用いたり 一つの多項式をい くつか 配法則などを用いたりし

つかの式の積の形で表す す ることによ り,既 知 の の式の積の形に表したり て,式 の展開や因数分解

ことに関心を持ちそれら 計算に帰着させ,式 の展 す る ことが で きる。 の意味 を理解 している。

の計算 をしようとする。 開や因数分解の仕方を考 ・因数分解 された式を読み

・式の展開や因数分解を公 察することができる。 取 る ことが で きる。

式を用いて理解 しようと

す る。

8.指 導計画

2章 多項式

01多 項式の計算

1,多 項式 と単項式の乗除(2時 間)

2.多 項式の乗法(2時 間)

3.乗 法公式(4時 間〉

02因 数分解

1,因 数分解(1時 間,本 時)

2.公 式を利用す る因数分解(2時 間)

3.式 の計算の利用(4時 間)
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9.本 時の学習 目標

1)小 単元名2・ 因数分解1.因 数分解(1時 問目)

2)本 時の学習目標

① いくつかの長方形を並べ替えて1つ の長方形 を作る作業を通 して多項式 を因数の積 として表す ことができ

ることに関心を持つ。 【興味 ・関心】

② 因数や因数分解の意味を理解する。 【知識 ・理解】

10.本 時の展開

過程 学習内容 学習活動 支 援

導入 ドリル をや る。 各自自主的に ドリルを行 う。 間違いを見直すよう呼びかける。

5分 本時の 目的確認をする。 本時の目的を聞く。 本時の目的を話す。
い くつかの長方形 と正方形から 教科書p,195の 長方形と正方形を 画用紙で四角形を作ってお く。

1つ の長方形を作 る。 切 り取 り,そ れをすべて使い長 切 り取るときにごみがでるので

方形を作る。 その指導をする。

何種類 もできるのでできたもの はさみを持っていない生徒 には

をプ リン トにメモす る。 はさみを貸す。

結果がメモで きるプリン トを配

布 する。

1興 味 ・関 心1

で きた長方形の発表をす る。 できた長方形 を前に出て作る。 で きた長方形の縦 と横の長 さを

(4人 程度) 確認する。

展開 できた数を発表する。 ハ ロ ・'い

40分

で きた長方形の確認をする。 長方形の縦と横の長さを考える。 結論 を言って しまうのでな く生

面積をばらばらの長方形の場合 徒か ら言わせるようにする。

と大きな長方形の場合に分けて 板書の仕方 を対比ができるよう

面積を考える。 に工夫する。

できた長方形 をノー トに貼 る。 璽
用語の確認をする。 先 ほどできた式か ら展開の逆を 用語の説明が中心 になるので重

することができることに気付 く。 要なところは色を変えてはっき

因数,因 数分解の意味を知 る。 りさせ る。用語の説明中は作業

教師の説明を聞 く。 をさせ ない。

匹識 ・王

今回の内容の確認 今 日出てきた用語(因 数,因 数 出てきた用語 を再度言 う。

まとめ 分解など)を 確認する。

5分 次回の予告 今後の学習内容 を聞 く。 次回から行 う展開(共 通因数を

く くる)を 紹 介す る。

11.本 時の評価

①い くつかの長方形を並べ替えて1つの長方形を作る作業 を通 して多項式が因数の積 としてあらわすことがで

きることに関心を持てたか。 【興味 ・関心】

②因数,因 数分解の意味を理解できたか。 【知識 ・理解】
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資料4「 理科学習指導案」

理科学習指導案

指導担当教諭(略 一鈴木)

教育実習生(略 一鈴木)

時

所

級

名元

日

場

学

単

-
⊥
2

3

4

平成16年6月23日(水)4校 時(II:45-12:35)

神奈川県厚木市立○○ 中学校 第1理 科室(2棟3階)

3年2組(36名)

5章 細胞 と生物のふえ方

5.単 元目標

(1)様 々な細胞の観察 を行 ない,生 物のからだが細胞か ら構成されていることを知 り,植 物 と動物の細胞のつ

くりの特徴を見出すことができるようにする。

(2)体 細胞分裂の観察 を通 して,細 胞分裂の過程 を確かめるとともに,細 胞分裂 と生物の成長を関連付けて理

解することができるようにする。

(3)身 近な生物のふえ方の観察を行ない,優 性生殖 と無性生殖の特徴を見出すことがで きるようにし,形 質の

伝わり方を減数分裂や受精,分 裂などの過程 と関連付けてとらえることができるようにす る。

6.単 元の指導計画(13時 間)

1節 生物のか らだを形づ くるもの3時 間(本 時は1時 間目)

2節 生物の成長 と細胞4時 間

3節 生物のふえ方6時 間

7.単 元の評価計画

(1)評 価基準
自然事象への関心 ・意欲 ・

態度
科学的な思考 観察 ・実験の機能 ・表現

自然事象についての知識 ・

理解
・身近な動植物の基本単位 ・すべての生物は細胞から ・顕微鏡を用いた観察方法 ・細胞の基本構造 ,そ の共

である細胞 に関心 を持ち, 成ることを理解 し,観 察に を理解 し,正 確に顕微鏡を 通点や差異点を理解 し,知

その構造,現 象の原因,ま よって得られた結果か ら考 操作 し,観 察で きる。 識 を身につけている。

たその機能について意欲的 察をして情報を理解するこ

に探求,調 査 しようとす とがで きる。 ・目的 に応 じた薬 品
,細 胞

・細胞分裂
,有 性 生殖 ・無

る 。 を選 出 し,プ レパラー トを 性生殖,形 質の遺伝につい
・細胞に関する現象または 作成で きる。 てその過程,原 理を正確に

・探求 ・調査 によって得 ら 理論を細胞に関する他の知 理解 し,知 識を身につけて

れた情報を他に関連付けて 識 と結びつけて考えること ・観察によって得 られた結 い る 。

理解 しようとし,知 言哉を得 がで きる。 果 をスケッチなどの方法に

よう とする。 よって記録 し,ま とめるこ

とが で きる。
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(2)評 価計画

観点別評価
項 目 ・要点 観察 ・実験 自然 事 象 へ の関

心 ・意欲 ・態度
科学的な思考

観 察 ・実験 の技

能 ・表現

自然事象について

の知識 ・理解

細胞と生物のふえ
方
1。生物のからだを 【観察1】 ・生物の細胞に関 ・動物や植物の細 ・様 々な細胞のプ ・生物のか らだは

1 形づ くるもの 「オオカナダモとヒ 心をもち,動 物や 胞の観察を=通して, レパラー トを作成 細胞から構成され
①細胞はどの よう トの細胞を観察す 植物の細胞につい 動物細胞と植物細 し,顕 微鏡を操作 ていることを理解
2 なつくりをしてい る 。」 て調べようとする。 胞の共通点や差異 して細胞の特徴を することができる。
るか 。 点 を見出すことが 観察 し,結 果 をま ・細 胞 の つ く りは ,

3 で きる。 とめることがで き 動物と植物によっ

る 。 て共通点や差異点
があることを理解

することができる。
2.生 物の成長 と細 【観察2】 ・水栽培の根の伸 ・体細胞分裂の観 ・細胞の染色など ・生物の成長は細

胞 「タマネギの根の先 び方に関心を持ち, 察を通して生物の 目的に合わせたプ 胞分裂によって数
① どのように して 端部分の核の様子 その原因ついて調 成長は細胞の分 レパ ラー トを作成 が増 え,も との大

4
からだは成長する と細胞の大 きさを べ よ う とす る。 裂 ・成 長 に よ っ て し,顕 微鏡を用い きさに戻ることが
の か。 観察する。」 起こることを考察 て観察する方法を あることを理解す

5
することができる。 身につけることが る こ とが で き る。
・様々な分裂像を で き る。 ・体細胞分裂の仕

6
染色体 などのよう 組みについて理解

すに基づいて,細 し,知 識を身につ

7
胞分裂の過程のll頂 け て い る。

序を筋道を立てて
考え,整 理 して表

現することがで き

る 。

3,生 物 のふえ方 【観察3】
・生物のふえ方に ・花粉管が伸長す ・花粉管の伸長 し ・有性生殖の特徴

①生物のふえ方の 「花粉が変化するよ 関心 を持 ち,様 々 る現象を精細胞が てい く経時的変化 である受精につい
8 特徴 を調べてみよ うすを観察する。」 な生物のふえるよ 卵細胞と合体する を,温 室で培養 し て理解 し,知 識を
う 。 うすを調べようと 受精の仕組みと関 ながら顕微鏡で観 身 に つ け て い る。

9 す る。 連付 けてとらえる 察する方法を身に ・受精卵 は分裂を

こ とが で きる。 つ け る と と も に, 繰 り返 して胚にな
10 変化の ようすをス る こ と を 理 解 し,

ケ ッチなどで記録 知識 を身につけて

することができる。 い る。

②親の特徴はどの ・両親の特徴が子 ・両親の形質が生 ・遺 伝 子 に よ っ て

ように子に伝えら に伝えられていく 殖細胞の染色体を 親の形質が子に伝

11
れ るか 。 ことに関心を持ち, 通 して子に伝えら えられるしくみを

その仕組みを調べ れ て い く こ と を, 理解 し,そ の知識

12
よ う とす る。 減数分裂,受 精 な を身につけている。

どと関連付 けてと

らえられることが

で き る。

③有性生殖と無性 ・生物のふ え方に ・無性生殖でで き ・有性生殖 と無性

生殖のちがいは何 は有性生殖と無性 た新 しい個体は, 生殖の特徴を理解
か 。 生殖の2種 類があ もとの固体 と同じ し,そ れらに関し

ることに関心を持 形質であ り,有 性 ての知識 を身につ

ち,違 いを調べ よ 生殖によって生 じ け て い る。

13 う とす る とと も に, た個体 は,親 と同

農作や園芸への利 じとは限 らない こ
用 について関連 し とを,親 から子に

てとらえようとす 伝わる染色体の振
る 。 る舞いか ら考慮す

る こ とが で き る。

8.本 時の指導

(1)目 標 顕微鏡操作方法の確認,使 用薬品の性質理解 を含め,動 物 ・植物の細胞の観察 を行い,動 物細胞

と植物細胞の共通点 と差異点を見出 し,理 解させる。
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(2)展 開

生徒の学習活動 教師の支援と留意点 評価の観点 ・方法

導

入

8

分

始業前 に出席状況 ・忘れ物等 を

申 し出る。

教師の話 を聞 く。

教師の発問に答える。

生物は何からで きているのかを

考える。

生物 とは何なのか,生 物 は何か

ら構成 されているかを話 し,細

胞に関 して関心を持たせる。

生物は何か ら構成 されているか

について関心 をもてたか。

(関心 ・意欲 ・態度)

展

開

30

分

観察で使用する器具の説明を聞

く。教師か らの発問がある場合

それに答える。

今から行なう観察の演示を見る。

必要な場合は配布 されたプリン

トに書 き込む。

必要な器具の準備をする。

各班2・3台 の顕微鏡を用いて,

観察手順を再度確認 し,作 業を

分担 して観察を始める。

見 えた班は教師のところヘ プレ

パ ラー トを持 ってきて,確 認を

し,後 ろの黒板に記録する。

観察結果(顕 微鏡の倍率やスケ

ッチ)を プリン トまたはノー ト

に記載する。

説明が始 まったら観察を中断 し,

教師の話を聞 く。

観察で用いる器具や材料 の確認

をさせ,ど こに何が準備されて

あるかを教えてお く。

生徒が理解 しやすいように簡単

にゆっくりと順 を追って説明す

る。説明の際には顕微鏡の扱い

方,倍 率等 について,染 色液の

使用方法 ・注意点,プ レパ ラー

トの作成方法を織 り交ぜて行 な

う。

必要な器具を各班で揃えさせる。

生徒が観察方法 を理解 している

か,協 力性はどうかを確認 しな

が ら各班 を回る。

生徒が持ってきたプレパラー ト

をモニターへ写 し,全 体へ発表

し,説 明する。

早 くできた班はスケッチをさせ

る。

ある程度の班が終わったころに

観察結果をまとめさせ,OHPを

用いた細胞の説明を行なう。

各班が協力 して,ど れだけ準備

をスムーズに行なえるか。

(意欲 ・態度)

教師の説明の作業順 を追って聞

き,理 解 しているか。

(関心 ・意欲 ・態度)

(科学的思考 ・理解)

正確にプレパラー トを作成し,観

察がで きているか。

(技能 ・思考 ・理解)

スケッチができているか。

(理解 ・表現)

話を聞く状態ができているか,や

るところと聞 くところのけ じめ

がつけられているか。

(関心 ・意欲 ・態度)

ま

と

め

12

分

教師の説明を聞 きなが ら観察器

具の片づけを行なう。

終わった ところはほかの班 の片

づけを手伝 う。

プリントの必要な箇所に記入 し

てい く。

生徒 に観察器具の片づけをさせ

る。

OHPの 図 を必要な箇所,プ リン

トに記入させる。

次回の予告 をし,今 回説明で き

なかった ところは次回にまわす

ことを伝える、

片づけを正確に,ま たスムーズ

に協力 して行なえるか。

(意欲 ・態度)

正確 にプリントに書 き込んでい

るか。

(知識 ・理解 ・表現)
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(3)本 時の観点別評価について

○関心 ・意欲 ・態度

学習活動における具体的な評価観点 細胞に関心 を持ち,自 ら探求,観 察参加 を行なお うとする。

十分満足できる状況と判断した状況例 細胞に関心 を持ち,協 力 して観察に取 り組むことができる。

努力を要する状況と判断した状況例 自ら観察に参加せず,話 を聞かない。再度関心を持たせ,注 意する。

努力を要すると判断した生徒への指導 個別に,観 察参加への意思を確認する。

○科学的な思考

学習活動における具体的な評価観点 観察手順を理解し,観 察を行 ない,生 物が細胞からなることを理解する。

十分満足できる状況と判断した状況例 観察手川頁の理解や細胞の観察から結果をまとめることがで きる。

努力を要する状況と判断した状況例 観察の意味が理解できず,結 果 をまとめることができない。

努力 を要すると判断 した生徒への指導 観察の目的を理解 させ,観 察を行 ない,結 果をまとめさせる。

○実験技能 ・観察表現

学習活動における具体的な評価観点 顕微鏡の基本的な操作ができ,プ レパラー トを作成 し,観 察できる。

十分満足できる状況と判断した状況例 一人で も顕微鏡を操作 し,目 的物を観察することができる。

努力を要する状況と判断した状況例 人に聞かない と顕微鏡が操作できず,プ レパラー トも作成することができない。

努力を要すると判断 した生徒への指導 顕微鏡の操作法を再度確認 し,自 分で観察できるようにする。

○矢口識 ・理 解F

学習活動における具体的な評価観点 細胞の構造,動 物細胞 と植物細胞の共通点 ・差異点を理解する。

十分満足できる状況と判断した状況例 プリントをまとめ られ,そ れぞれの細胞の共通点 ・差異点が言 える。

努力を要する状況と判断した状況例 それぞれの細胞の共通点 ・差異点が理解で きない。プリントがまとめられない。

努力を要すると判断 した生徒への指導 図を用いて細胞の共通点 ・差異点の説明をし,図 にまとめさせ る。
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